
JAFSA 研修プログラム(過去の実施例) 

  

「国際教育交流初任者コース：送り出しの基礎-中国を視野にいれて」 

2008 年 1 月 24 日～26 日 （於 桃山学院大学／大阪） 

 

～研修風景～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研修は、大阪府和泉市にある桃山学院大学を会場に開催された。ときおり小雪の舞い

散る中、全国の国立・私立大学より 21 名の大学職員が集まり、短いながらも充実した研修を

楽しんだ。 

研修はアイスブレーキングより幕を開いた。まずは自己紹介、それぞれその場で立ち上が

って済ませたが、話し手が自分より後ろにいるときに振り返って見ようとする人がほとんどい

ないのは興味深いと講師の阿部氏より一言。私自身、話すことに気を取られ、聞き手をあまり

意識していなかったので反省する。阿部氏の提案を受け、互いの顔が見えるような配置に机

を動かし、喩えを用いて仕事について語り合うという作業を通して、幾分和らいだ雰囲気にな

ったところで終了となった。 

 小休止を経て服部氏による講義が 2 コマ続いた。過去のプログラムを事前に確認したところ、

これらの内容は実施率が高く、それだけに国際交流業務の担当者にとっては必須科目なの

だろうとより気を引き締めて臨んだ。始めの講義で触れられた大学の起源と歴史については、

その恩恵に与る身でありながら今まであまり意識してこなかったのが恥ずかしい。配布された

「学生送り出しナビ」はA2版にも及び、やるべきことの多様さに改めて圧倒されているうちに、

終了。続く講義では、特色ある派遣プログラムを実施している幾つかの大学の事例を中心に、

魅力あるプログラム作成にあたり考慮すべきことを学んだ。現行の内容に満足することなく、

常に見直しが必要であることを実感した。 

2 日目は前日の研修をとおして、互いのことをわかっていたので、とても和やかな雰囲気で

スタートした。自然と 2日目への期待が高まっていく。 

そんな中、阿部氏から、「派遣する前のオリエンテーションにて、あなたが学生に伝えたい

ことを 3 枚のカードに書きなさい」との指令が･･･。「何をするのだろう」という若干の戸惑いの

中、自分の伝えたいことをカードに書き、その後、パートナーを探しチームを組んだ。すでにそ

のころには戸惑いが盛り上がりに変わっていた。（さすが阿部さん！！！）結局は「①安全チ

ーム～楽しんで、無事に帰ってきてね」、「②目的意識チーム」、「③モチベーション挑戦チー



ム」、「④自己発見・自己実現チーム」の 4 つに分かれた。この 4 つのチーム全ての意見を合

わせると、それは、それは素晴らしいオリエンテーションになることだろう。私たち自身も、この

手順を通じてチームワークの大切さをつくづくと感じることができた。 

次は、中国留学希望学生に対するアドバイジングのための情報収集や、派遣先での現状、

中国留学の問題点、危機管理についての講義を受けた。参加者の派遣業務に関する習熟度

はそれぞれ異なるが、誰にとっても大きな収穫となるような素晴らしい講義であり、留学先で

の社会習慣の理解、安全問題などの重要性を改めて感じた。 

たくさんの知識を頭に詰め込んだ後、桃山学院大学キャンパスツアーへと向かった。ヨーロ

ッパ調の建物が非常に印象的。特にチャペルではパイプオルガンの演奏を聴かせていただ

き、圧倒されながらもうっとりとした時間を過ごした。こうして楽しい 2日目も終わっていった。 

最終日は、前日チームごとに開発した「より良い派遣留学のためのオリエンテーション」を

それぞれ発表。テーマ別にチーム分けをしたため、各々重視するべき点が異なり、特徴のあ

るオリエンテーション原案が出来上がった。その後、講師陣による最終講義「国際教育交流

の担い手とプロフェッショナリズム」を受講。これからの大学職員には、更なる専門性が求め

られることを力説された。中でも留学生の受け入れを積極的に進める大学には、留学生専門

のカウンセラー・アドバイザー等の専門職が必要になることを学ぶ。特に留学生を多く擁する

大学では、大学経営戦略的にもそのような特色を留学生にアピ－ルすべきであると強く感じ

た。講義後は、本研修に対するイバリュエーションの記入、続いて修了書の授与を終え、3日

間の研修が全て終了した。 

3 日間と短い研修ではありましたが、実践的な講義をして下った講師の先生方には深く御

礼申し上げます。また、全国から集まった大学職員との親睦を深められましたことに、本研修

の意義を感じます。研修中に築いたネットワークを今後より一層深めることができれば幸いで

す。 

 

 

報告者（五十音順）：猪田政彦氏（芝浦工業大学） 

石麗霞氏（龍谷大学）    

田村悠氏（二松学舎大学）  

 

 

 

 

 

スケジュール： 

2008 年 1 月 24 日（木） 

13：00～13：30 

13：30～14：30 

14：45～16：00 

16：15～17：30 

19：00～21：00 

受付 

開会式 

講義Ⅰ 「国際教育交流の理念と戦略」 

講義Ⅱ 「様々な派遣留学」 

夕食・情報交換会 「ネットワークを広げよう」 



2008 年 1 月 25 日（金） 

9：30～9：45 

9：45～12：00 

 

12：00～13：00 

13：10～14：10 

14：15～15：30 

15：45～17：15 

 

昨日の振り返り 

ディスカッション 

「中国留学を思い立った学生に アドバイジングのための情報収集」 

昼食  

桃山学院大学 キャンパスツアー 

講義Ⅲ 「派遣留学の危機管理」 

ケーススタディ＆ワークⅠ 

「より良い派遣留学につなげるために: 事前オリの開発」 

2008 年 1 月 26 日（土） 

9：00～10：00 

 

10:15～11:45 

11：45～12:30 

ワークⅡ 「より良い派遣留学につなげるために 事前オリの開発」 

発表 

講義Ⅳ 「国際教育交流の担い手とプロフェッショナリズム」 

ディスカッション、閉会式 

 

 


